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１． 目的 

 本研究の目的は、横断的データ，縦断的デー

タを利用し，少林寺拳法の修錬が足趾把持力，

接地足蹠形態，足圧荷重に及ぼす影響を検討す

ることである. 

 

２． 検討課題Ⅰ（横断的研究） 

大学の 2～4年生を対象に少林寺拳法群 13名，

運動群（ハンドボール部およびバレー部）13名，

非運動群 13 名を対象に，それぞれの活動が接

地足蹠形態，足趾把持力，荷重の割合に及ぼす

影響を検討した． 

１） 調査項目：足趾把持力，浮き趾の本数，土

踏まず面積，土踏まず面積比，土踏まず H

ライン距離，土踏まず発達度，足蹠角度，

拇指角度，前部足圧荷重割合. 

２） 分析方法：主に対応のない一要因分散分析，

Tukey の HSD 法による多重比較検定（有

意水準 5%）を用いた． 

３） 足趾把持力は，運動選手が非運動選手より

有意に大きかった．浮き趾の本数は，少林

寺拳法選手が他の 2 群より有意に少なかっ

た．足蹠角度は，少林寺拳法群が非運動群

より有意に大きかった．足圧荷重割合は，

少林寺拳法選手が非運動群より有意に大

きかった．その他の項目については有意な

群間差は認められなかった． 

４） 考察：運動選手は，跳躍の動作等が足趾把

持力の最大発揮につながり，足趾把持力を

強くしたと考えられる．少林寺拳法選手は

裸足で足趾屈筋を用いる頻度が高いため

浮き趾が減少し，足蹠角度，前部足圧荷重

割合が増加したと考えられる． 

 

３． 検討課題Ⅱ（縦断的研究） 

 大学 1 年生の少林寺拳法群 10 名，運動群

12 名，非運動群 12 名を 4 ヶ月月追跡し，そ

れぞれの活動が接地足蹠形態，足趾把持力，

前後の荷重の割合に及ぼす影響を明らかに

した． 

１） 調査項目：検討課題Ⅰと同様． 

２） 分析方法：主に一要因にのみ対応のある二

要因分散分析，Tukey の HSD 法による多

重比較検定（有意水準 5%）を用いた． 

３） 結果：土踏まず面積は，少林寺拳法選手の

post が pre より有意に大きく，運動選手の

post が pre より有意に小さかった．足蹠角

度は，運動選手の post が pre より有意に大

きかった．その他の項目については有意な

群間差は認められなかった． 

４） 考察：少林寺拳法選手は裸足活動により足

底筋膜の筋活動が増加し，内側縦アーチの

アーチ率が高まったと考えられる．運動選

手は体重の増加で内側縦アーチが低下し

たと推測される． 

 

４． 結論  

検討課題Ⅰ（横断的研究）の結果より，少

林寺拳法を行うことで，浮き趾の本数の減少，

前部足圧荷重割合の増加，足蹠角度の増加な

どの効果が出ることが示唆される．ただ，検

討課題Ⅱ（縦断的研究）の結果では，ほとん

どの項目で有意な差が出ていなかっため，効

果が表れるには，1 年もしくは，2 年以上の

修練が必要であると考えられる． 
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